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室町時代やまと絵屏風の金・銀・雲母技法研究
The study of decoration techniques using gold, silver leaf and mica on folding 
screens in the Yamato-e painting
阪　野　智　啓
BANNO Tomohiro 
Majority of the folding screen with Yamato-e painting from the middle age are decorated 
with gold, silver and mica leaves. Notably, ideas are beginning to take root, stating the distinct 
gold and silver-flecked design represents ‘Gold-plated folding screen’ in the ancient document 
during the Muromachi period. Nonetheless, as ‘Gold-plated folding screen’ remains little known, 
we attempted to recapture the piece by focusing on the technical aspect. After having some 
prototypes ready for examination, we found that smooth surface and thickness of the gold leaf 
contributed to the brightness of the leaf. Some mica undercoating have grainy texture and so 
they need to be either polished before sprinkling the gold leaf or work on the surface with the 
sprinkled gold leaf to produce a glossy appearance on the leaf. We assume the method can 








































































































































































































図１. 切箔の作成 図２. 撒き途中（左上撫で付け） 図３. 雲母地磨き後に切箔撒き
図４. 荒い雲母（左側磨き） 図５. 撒き潰し（通常金箔の磨き） 図６. 撒き潰し（三倍厚金箔の磨き）























図 12. 金箔地に金泥（左側半分磨き） 図 13. 貼りたての箔足
※画像：名古屋城本丸御殿復元模写
図 14. 雲母地に金泥（上側磨き）























































図 15. ミャンマーの継ぎ重ね 図 16. ミャンマー箔の箔足 図 17. 打ち延ばし箔（左ミャンマー製）













































































































（21）源豊宗「金碧画における箔の大きさと年代」『学叢』第 9 号、京都国立博物館、1987 年。

















財保存修復学会ポスター発表、2017 年。おぜの X 線光電子分光法（XPS 分析）による調査により、屏風に使用された箔は銀
箔であり、また飛行時間型二次イオン質量分析装置（TOF － SIMS 分析）によって、塗布された黄色染料はガンボージである
可能性が高いことが判った。
（32）増田勝彦、大川昭典「製紙に関する古代技術の研究（2）－打紙に関する研究－」『保存科学』22 号、東京文化財研究所、1983 年。
磨くことは乾いた紙が対象なのに対して、打紙は湿った状態で槌打ちされる。
（33）前掲注（2）武田恒夫「狩野派と惣金屏風」。また前掲注（1）泉万里『中世屏風絵研究』において、七十一番職人歌合のか
らかみ師の歌から、雲母は後世に糊濃度の調整素材になっていったことが推察されている。
本研究は、日本学術振興会科学研究費助成事業 15K21280 による研究成果です。また本研究において、以下の方々をはじめとし
て多くのご助力をいただいたことに御礼申し上げます。
日本画実技／安井彩子氏（愛知県立芸術大学）、テンペラ実技／成田朱美氏（愛知県立芸術大学）、原本熟覧／石田佳也氏、久保
佐知恵氏（以上、サントリー美術館）、瀬谷愛氏（東京国立博物館）、工芸技法／大柳久栄氏、野田拓真氏（野田版画工房）、金銀
箔製造／堀智行氏（堀金箔粉）、中村賢良氏（中村製箔所）
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